
                                   （小３３）鹿児島市立八幡小学校     

                                                                令和７年１２月２６日 

令和７年度 学校評価 自己評価書（２学期） 

 

１ 学校の重点目標 

〇「笑顔で挨拶八幡っ子」の実現に向け，笑顔で相手を見てあいさつができる児童を地域とともに育成する。 

〇「整理・整頓気持ちのいい学校」の実現に向け，縦割清掃の実施やマニュアル整理の見直しを行っていく。 

〇「命を守る学校」として，登下校や校内の安全指導・事故防止，健康教育，児童虐待，不登校等の事前指導や

危険の予兆の早期発見・早期対応できる校内体制の充実を図る。 

〇「確かな学力の育成」に向け，テーマ研究を通した指導力向上や ICT や重点問題を利用した体制構築を図る。 

 

２ 課題と改善策（4 段階評価：中間 2.0）   前学期との比較（－↑↓） 

 評 価 項 目 職 員 評価結果と改善方策 

学

力

向

上 

１ 学習の決まり（授業，家庭学習） 

２ 問題解決的な学習のめあての設定 

３  個別最適な学びの実現 

４ 子供の相互の考えを引き出す発問の工夫  

５ めあてとまとめの応対，構造的板書 

６ 授業後半の学力定着の取組（デジタルドリル，応用問題等） 

７ デジタルドリルの活用 

3.0 ↑ 

3.0 ↑ 

2.9 － 

2.8 ↑ 

2.9 ↑ 

2.9 ↑ 

2.3 ↓ 

・基本的な学習規律，学習習慣はおおむね確立してきた。 

・学習のねらいに添った設定ができてきている。 

・繰り返しの支援の在り方が課題となっている。 

・個に応じた発問を工夫していきたい。 

・めあてとまとめを上手く応対できる授業が増えている。 

・授業後半でのデジタルドリルの時間確保を高めたい。 

・今後も実践を通して、活用の機会の確保、効果的な活用の

仕方を検討したい。 

生郷 

徒土 

指教 

導育 

１ ICT 機器の有効活用 

２  情報活用・情報モラルに関する指導 

３  学校支援ボランティア等の活用 

４  AEA との連携，外国語教育の充実 

3.4 ↑ 

3.0 － 

2.7 － 

3.1 ↓ 

・今後も多様な ICT の効果的活用法を模索していきたい。 

・今後は家庭と連携した取組が必要である。 

・児童の学びをより深めるために，活用の充実を図りたい。 

・学年担当を中心に，AEA と連携した授業ができている。 

 

心 

の 

教 

育 

１ いつでもだれでも明るく挨拶 

２ 読書指導の充実 

３ いじめの認知・見届け・解消 

４ 不登校の未然防止の取組の充実 

５ 道徳の時間の充実 

６ 教育相談の充実(保護者や児童) 

2.5 ↓ 

3.1 ↑ 

3.2 ↑ 

2.8 ↓ 

2.9 ↓ 

3.2 ↑ 

・来校者や地域の方々等への挨拶の意識を高めたい。 

・今後も読書に関する取組の充実を図っていく。 

・積極的に認知し，早期対応，早期解消に努めている。 

・組織的な対応ができつつある。情報共有の充実を図りたい。 

・学級の実態に応じて扱う内容を工夫し実施している。 

・限られた時間内での相談体制の充実を図る。 

人特 

権別 

同支 

和援 

教教 

育育 

１ 人権教育についての取組 

２ 個に応じた指導 

３  適切な就学指導の充実 

（特別支援コーディネーター等との連携） 

3.1 ↑ 

3.1 ↑ 

3.1 ↑ 

・人権意識を高めるための取組が充実した。 

・担任ばかりではなく，組織的に対応をすることができた。 

・特別支援コーディネーター等と連携を図り，保護者と話し

がら，計画的な就学指導を進めることができている。 

体保 

力健 

向指 

上導 

１ 朝の体力つくりと一校一運動の充実 

２  日常生活における習慣化 

３  食事のマナー・偏食指導の充実 

2.7 ↑ 

2.7 ↓ 

3.1 ↑ 

・学校全体で朝の体力つくりの充実を図りたい。 

・家庭との連携の強化を図っていきたい。 

・家庭とも連携しながら食に関する指導を充実させていく。 

安防 

全火 

指防 

導災 

１ 登下校の安全指導の徹底 

２  廊下歩行の指導の徹底 

３  移動教室の指導の徹底 

４  災害時の指導の徹底 

2.6 ↓ 

2.7 － 

2.8 － 

2.9 ↓ 

・通学路の確認，帽子の着用の指導を徹底していく。 

・「はさみや」運動の浸透，指導の徹底を一層図りたい。 

・移動教室のルールを今後も継続して取り組む。 

・シェイクアウト訓練を取り入れ，防災の意識を高める。 

教 

育 

環 

境 

１  清掃指導の充実 

２  教室・廊下の整理整頓 

３  学級園の整備 

４  ごみの分別，節水・節電指導の充実 

3.1 ↑ 

2.8 ↑ 

2.8 ↑ 

3.1 ↑ 

・全校で掃除の「さしすせそ」の指導の徹底を図る。 

・傘立て・靴箱の環境整備，指導の徹底を図っていく。 

・学級間，個人間の温度差がなくなるよう指導をしていく。 

・児童はもちろん教師自身の意識をさらに高めていきたい。 

 

３ 次学期に向けての取組 

 □ 「笑顔で挨拶八幡っ子」の実現に向け，３期も継続して挨拶指導に力を入れて取り組んでいく。特に，来校者

等への挨拶に力を入れる。 

 □ 「整理整頓気持ちの良い学校環境づくり」のため，２学期より実施した縦割り清掃（異学年清掃）は，上学年

の児童の意識を高めることに寄与している。一方掃除の清掃指導や見届けなど課題があり改善を図りたい。 

□ ２学期は人権週間において，授業や校内環境，各種集会活動を効果的に位置付け意欲向上を図ることができた。

３学期も，日常の指導を通じて意識を高めていきたい。 

  □ 個別最適な学びと協働的な学びの実現に向け，ICT 利活用を一層進めることができるよう校内研修等を含め，

取組の充実を図っていく。それぞれの職員のスキルが高まるよう研修や支援体制の充実を図りたい。  

 □ いじめや不登校の未然防止，解消に向け，職員全体での情報共有と見届け，保護者との連携を図っていく。 

 □ 鹿児島市の非認知向上プロジェクトの２年目に向け，「学習者主体の学び」が展開できるよう校内研修の充実

化や来年度の体制について検討を重ねていきたい。 


